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端
午
風
物
詩
語
小
考

許

受

麗

序

で＝＂

l=I 

。
フ

今
、d

端
午
節
の
風
物
を
詠
む
詩
は
意
外
と
少
な
い
。
端
午
節
に
は
多
種
多
様
な
禁
忌
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
禁
忌
と
共
に
様
々
な
物
語
が
語
り
継

が
れ
て
き
た
。
五
色
の
糸
で
香
袋
を
縫
っ
て
は
体
に
付
け
た
り
、
い
一
怖
を
食
べ
た
り
、
雄
黄
酒
を
額
に
塗
っ
た
り
す
る
。
ま
た
は
支
草
で
人
形

（
支
人
）
を
、
菖
蒲
で
蒲
剣
を
作
っ
て
家
の
一
扉
に
飾
る
。
そ
し
て
、
「
龍
舟
競
渡
」
が
あ
る
。
無
論
、
多
く
の
禁
忌
は
既
に
形
式
的
な
行
事
に

な
っ
て
い
る
。
が
、
形
式
と
は
言
え
、
現
在
な
お
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
端
午
日
に
関
す
る
記
載
は
か
な
り
古
い
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
周
慮
（
二
七
九
年
没
）
の
『
風
土
記
』
に

仲
夏
端
午
、
烹
驚
角
黍
、
端
、
始
也
、
謂
五
月
初
五
日
也
、
又
以
菰
葉
褒
翁
米
煮
熟
、
謂
之
角
黍
。

あ
ひ
る
ち
ま
き
も
ち
ご
め
く
る

（
初
夏
の
端
午
日
に
は
驚
を
烹
、
角
黍
を
食
べ
る
。
端
は
始
め
也
、
五
月
最
初
の
五
日
で
あ
る
。
ま
た
、
菰
の
葉
で
翁
米
を
褒
み
、
熟
(328) 



す
ま
で
煮
る
。
こ
れ
を
角
黍
と
言
う
。
）
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と
あ
る
。
約
三
百
年
後
に
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
（
五
四
六
年
成
、
宗
懐
著
）
と
『
玉
燭
賓
典
』
（
五
九
？
年
成
、
杜
蓋
卿
（
五
九
九
年
頃
没
）

著
）
に
は
、
た
く
さ
ん
の
行
事
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『
北
堂
書
紗
』
と
『
初
学
記
』
は
こ
れ
ら
の
記
載
を
継
承
し
、
時
代
が
下
が
る

に
つ
れ
て
、
歳
時
記
や
雑
記
、
類
書
な
ど
に
出
る
端
午
節
に
関
す
る
記
述
は
膨
ら
む
ば
か
り
で
、
唐
末
五
代
の
作
と
さ
れ
る
韓
都
の
『
歳
華

記
麗
』
で
は
、
五
月
五
日
に
つ
い
て
の
記
述
は
三
十
以
上
も
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
詩
の
素
材
に
成
り
う
る
端
午
日
の
行
事
や
言
い
伝

え
は
豊
富
に
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
端
午
詩
は
唐
末
五
代
ま
で
極
め
て
少
な
い
。
『
塞
文
類
衆
』
に
は
一
首
、
文
苑
英
華
に
は
二
首
、
明

の
張
之
象
編
纂
の
『
古
詩
類
苑
』
に
は
一
首
も
な
く
、
「
唐
詩
類
苑
』
に
は
端
午
、
競
渡
そ
れ
ぞ
れ
七
首
ず
つ
の
収
録
に
止
ま
る
。
宋
の
蒲
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積
中
の
撰
で
あ
る
『
歳
時
雑
詠
』
の
中
、
唐
ま
で
の
巻
に
は
わ
ず
か
十
三
首
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
詩
は
互
い
に

重
複
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
重
複
し
た
も
の
を
除
け
ば
、
実
際
は
十
五
首
に
過
ぎ
な
い
。
端
午
節
に
ま
つ
わ
る
風
習
、
言
い
伝
え
の
多
さ

に
比
し
て
、
詩
作
の
数
は
い
か
に
も
少
な
過
ぎ
る
。
し
か
も
、
菖
蒲
、
屈
原
、
又
は
屈
原
に
因
む
言
葉
を
端
午
詩
に
詠
む
例
も
こ
れ
ま
た
少

な
い
。
こ
れ
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
唐
五
代
の
端
午
・
競
渡
詩
の
検
証
を
通
し
て
、
我
々
が
馴
染
み
親
し
ん
で
い
る
故
事
、
食
物
、
行

事
は
何
時
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
詩
に
表
さ
れ
て
い
る
の
か
、
更
に
、
唐
以
降
の
詩
作
に
も
触
れ
、
端
午
風
物
詩
の
詩
語
成
立
の
背
景
、
変
遷

等
を
考
察
し
、
詩
作
の
少
な
い
要
因
を
も
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
最
も
時
代
の
古
い
端
午
詩
と
思
わ
れ
る
梁
の
玉
砕
均
の
「
五
日
望
採
拾
詩
」
を
見
て
み
よ
う
。



裁
縫
逗
早
夏
、
貼
書
一
守
初
回
辰
。
紺
統
既
折
娼
、
脂
粉
亦
香
新
。

長
総
表
良
節
、
命
棲
鷹
佳
辰
。
結
董
同
楚
客
、
採
支
異
詩
人
。

折
花
競
鮮
彩
、
拭
露
染
芳
津
。
合
矯
起
斜
扮
、
飲
笑
動
微
噸
。

献
璃
依
洛
浦
、
懐
現
似
江
演
。
浪
待
恩
光
接
、
中
夜
奉
衣
巾
。

（
初
夏
の
お
出
か
け
の
た
め
に
締
麗
な
白
い
絹
で
服
を
仕
立
て
、
新
し
い
粉
お
し
ろ
い
も
良
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
五
色
の
糸
や

長
命
棲
は
何
れ
も
良
節
佳
辰
の
表
れ
で
あ
る
。
董
を
楚
客
と
同
じ
よ
う
に
結
い
、
支
草
を
採
る
と
き
に
詩
人
（
宗
文
度
）
の
よ
う
な
拘

り
は
な
い

（
人
の
形
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
）
。
競
っ
て
鮮
や
か
な
花
を
折
っ
て
は
花
に
付
い
て
い
る
露
を
拭
き
と
ろ
う
と
し
て
、
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（
そ
の
手
ぬ
ぐ
い
が
）
花
の
香
り
に
染
ま
っ
て
し
ま
う
。
横
目
で
ち
ら
ち
ら
人
を
見
る
様
は
愛
婿
た
っ
ぷ
り
で
、
眉
を
ひ
そ
め
て
笑
い

を
堪
え
よ
う
と
し
て
、
（
堪
え
き
れ
ず
に
眉
が
）
微
か
に
動
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
（
採
拾
を
見
て
い
る
こ
の
私
は
、
）
洛
浦
の
神
に

献
上
す
る
に
相
応
し
い
耳
飾
り
（
才
能
）
を
持
っ
て
い
る
し
、
江
演
を
訪
復
う
屈
原
と
同
じ
よ
う
な
現
（
忠
心
）
を
持
っ
て
い
る
。
何

時
か
天
子
の
思
揮
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
自
分
を
日
夜
（
天
子
の
た
め
に
）
奉
り
さ
さ
げ
よ
う
。
）

※
詩
の
訳
は
大
意
で
あ
る
。
以
下
向
。

欧
陽
詞
の
撰
『
童
文
類
緊
』
（
六
百
二
十
四
年
成
）
五
月
五
日
の
項
に
、
「
夏
小
正
」
を
引
い
て
、
「
こ
の
日
は
衆
薬
を
採
集
し
、
以
て
毒
気

を
駆
除
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
題
の
「
採
拾
」
は
こ
の
衆
薬
を
採
集
す
る
習
慣
を
意
味
し
、
詩
中
の
採
交
折
花
が
こ
の
採
拾
に
当
た
る
。

長
総
命
綾
は
共
に
長
命
綾
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
長
命
綾
は
ま
た
、
百
索
、
績
命
穫
、
五
色
棲
、
五
色
糸
、
朱
索
と
い
い
、
管
に
巻
い
て
、
(326) 



長
命
を
祈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
長
命
綾
は
、
古
く
漢
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
漢
臆
勧
『
風
俗
通
』
日
、
「
五
月
五
日(325) 

績
命
縁
、
俗
説
益
人
命
」
と
、
古
い
歳
時
記
に
は
こ
の
記
述
（
現
存
の
『
風
俗
通
』
に
は
こ
の
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
が
）
が
よ
く
引
用
さ

れ
る
。
五
月
五
日
の
行
事
で
は
な
い
が
、
『
西
京
雑
記
』
（
晋
葛
洪
）
に
は
、
漢
の
高
祖
の
愛
妾
戚
夫
人
の
侍
児
買
侃
蘭
が
宮
廷
を
出
て
、
扶

風
の
人
で
あ
る
段
儒
の
妻
に
な
っ
た
の
ち
、
宮
中
の
生
活
を
回
顧
し
て
、

以
五
色
棲
相
覇
、
謂
為
相
連
愛
。
八
月
四
日
出
離
房
北
戸
竹
下
園
碁
、
勝
者
終
年
有
福
、
負
者
終
年
疾
病
、
取
締
棲
就
北
辰
星
求
長
命

乃
免
。

（
五
色
の
糸
で
互
い
に
結
び
あ
い
、
こ
れ
を
相
連
愛
と
い
う
。
八
月
四
日
に
彫
房
（
彫
刻
を
施
し
て
い
る
部
屋
）の
北
側
を
出
て
、
竹
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林
で
囲
碁
を
さ
す
。
勝
っ
た
人
は
一
年
間
福
が
あ
り
、
負
け
た
人
は
終
年
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
。
総
棲
を
取
っ
て
、
北
辰
星
に
長
命
を

乞
い
た
ら
、
免
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
）

と
あ
る
。
こ
の
記
載
を
文
字
通
り
受
け
取
れ
ば
、
長
命
棲
は
既
に
漢
の
高
祖
の
時
代
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
漢
書
・
志
・
耀
儀

の
桃
印
に
つ
い
て
の
記
述
文
中
に
も
、
「
（
前
略
）
五
月
五
日
、
朱
索
五
色
印
為
門
戸
飾
、
以
難
止
悪
気
。
」
と
あ
る
。
朱
索
、
即
ち
長
命
綾

で
あ
る
が
、
後
漢
で
は
、
既
に
五
月
五
日
に
大
事
な
も
の
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
詩
中
の
楚
客
は
楚
の
地
方
か
ら
の
客
人

（
移
住
者
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
詩
は
ど
の
よ
う
な
背
景
で
詠
ま
れ
た
の
か
、
今
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
楚
人
を
客
と
言
っ
て
い
る
あ
た

り
か
ら
、
場
所
は
荊
州
周
辺
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
は
俗
信
を
重
ん
じ
る
と
こ
μ
で
あ
る
の
で
、
楚
地
に
お
い
て
な
ら
ば
、
五
月
五

日
の
行
事
は
も
っ
と
信
仰
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
古
く
か
ら
五
月
は
「
悪
月
」
で
あ
る
故
、
膜
ぎ
を
し
、



邪
を
払
い
、
病
癌
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
い
う
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
玉
笥
の
一
首
か
ら
は
、
そ
れ
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。

良
節
、
佳
辰
と
言
う
言
葉
を
通
し
た
景
色
か
ら
は
、
諸
々
の
手
段
を
使
い
、
邪
悪
を
追
い
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
悪
月
の
イ
メ
l

ジ
が
全
く
感
じ
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
節
句
に
因
ん
で
「
採
拾
」
を
し
て
い
る
も
の
の
、
楚
人
の
習
慣
を
ま
ね
た
り
す
る
あ
た
り
か
ら
は
、

何
処
か
の
ん
び
り
し
た
空
気
が
漂
い
、
女
性
達
の
お
喋
り
と
笑
い
声
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
玉
砕
均
が
生
活
し
た
社
会

は
、
古
代
よ
り
伝
わ
っ
て
来
た
行
事
の
呪
術
的
な
要
素
が
だ
い
ぶ
槌
色
し
、
遊
興
的
な
要
素
が
段
々
と
高
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
玉
砕
均
も
ま
た
自
分
と
異
な
る
風
習
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
珍
し
く
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ほ
ぼ
同
時
代
に
乱
脈
の
「
五
日
詩
」
で
は
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

委
涼
殊
未
畢
、
蜘
鳴
早
欲
問
。
陪
一
林
尚
黄
鳥
、
浮
天
巳
白
雲
。

僻
兵
書
鬼
字
、
神
印
題
霊
文
。
因
想
蒼
梧
郡
、
慈
日
記
陳
君
。
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（
麦
の
収
穫
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
早
く
も
蝉
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
り
す
る
。
鷲
は
ま
だ
林
の
中
に
ぎ
や
か
に
鳴
い

て
い
る
の
に
、
白
雲
は
す
で
に
空
に
浮
か
ん
で
い
る
。
（
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
陽
気
の
五
月
に
）
砕
兵
符
に
鬼
も
遠
の
く
よ
う
な
字

を
書
き
、
神
印
に
霊
験
の
あ
る
文
を
記
す
。
こ
の
日
に
因
ん
で
昔
蒼
梧
太
守
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
の
日
は
陳
臨
を
祭
記
す
る
日
な

の
だ
。
）

昨
兵
は
お
札
の
類
で
、
赤
符
、
昨
兵
緒
、
厭
兵
給
と
も
い
い
、
胸
元
に
つ
け
る
と

（
五
）
兵
ま
た
は
病
気
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
、
と

ぃ
、
っ
。つ
ま
り
、

一
種
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
社
会
は
非
常
に
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
、
絶
え
ず
起
こ
る
兵
馬
の
乱
に
、
庶
民

(324) 



百
姓
達
は
常
に
恐
怖
の
淵
を
初
復
わ
せ
ら
れ
た
。
昨
兵
給
、
厭
兵
給
な
ど
を
求
め
る
心
理
は
時
代
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
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人
々
の
移
動
は
頻
繁
に
な
り
、
風
習
な
ど
も
東
西
南
北
の
も
の
が
融
合
の
道
を
た
ど
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
末
二
句
は
『
初
学
記
』
五
月
五

日
の
記
述
、
事
対
に
「
洞
陳
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の
注
に
、
「
謝
承
の
後
漢
書
日
く
、
陳
臨
が
蒼
梧
太
守
で
あ
る
時
、
誠
意
を
持
っ
て

物
事
を
処
理
し
、
孝
悌
を
以
て
人
々
を
導
く
。
臨
が
亡
く
な
っ
た
後
、
蒼
梧
郡
は
五
月
五
日
に
東
城
門
上
で
、
小
童
に
潔
服
し
て
舞
い
を
し
、

臨
を
綱
る
。
」
と
あ
る
。
今
の
後
漢
書
に
は
こ
の
記
載
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
徐
堅
が
『
初
学
記
』
を
編
纂
す
る
時
存
在
し
た
書
物
な
の
で
、

貌
収
は
そ
れ
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
貌
収
は
北
貌
童
日
の
編
纂
す
る
ぐ
ら
い
、
文
才
に
富
み
、
書
物
を
博
覧
す
る
人
物
で
あ
る
。
玉
砕
均
と
貌

収
の
こ
の
こ
首
の
詩
に
見
る
、
端
午
日
に
百
草
を
採
取
し
た
り
、
長
命
綾
や
、
昨
兵
符
な
ど
を
付
け
る
古
い
習
わ
し
は
、
ど
れ
も
漢
代
の
記

録
を
拠
り
所
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
第
、
貌
収
と
同
時
代
の
人
に
よ
る
書
物
の
『
績
斉
諾
記
』
や
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
初
め
て
記
録
さ

れ
る
棟
葉
五
総
法
昨
（
竹
の
筒
を
棟
の
葉
で
包
み
、
五
色
の
糸
で
巻
く
）
や
菖
蒲
酒
、
屈
原
に
由
来
す
る
競
渡
な
ど
は
登
場
し
な
い
。
何
故

だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
、
ま
ず
次
の
時
代
の
端
午
詩
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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さ
て
、
唐
代
の
端
午
詩
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
唐
詩
か
ら
た
ど
っ
て
い
こ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
全
唐
詩
の

端
午
風
物
詩
は
、
幾
つ
か
の
詩
語
を
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
検
索
し
、
重
複
し
た
も
の
、
端
午
節
と
は
無
関
係
な
内
容
の
も
の
を
省
き
、
整
理

し
た
も
の
を
使
う
。

ま
ず
「
端
午
、
午
日
、
五
月
五
日
」
の
グ
ル
ー
プ
（
以
下
端
午
詩
と
い
う
）
に
は
二
十
二
首
、
「
競
渡
（
舟
）
」
の
グ
ル
ー
プ
（
以
下
競
渡

詩
と
い
う
）
に
は
二
十
一
首
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
端
午
詩
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
見
て
み
よ
う
。
端
午
詩
の
内
訳
は
次
の
通
り
で



あ
る
。
長
命
綾
五
色
糸
の
類
を
詠
ん
だ
の
が
七
首
、
賜
衣
が
四
首
、
屈
原
が
四
首
、
競
渡
が
三
首
、
鋳
鏡
が
二
首
、
支
蒲
、
浴
蘭
が
各
一
首

で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
角
黍
、
綜
」
を
詠
ん
だ
も
の
も
数
首
あ
る
が
、
何
れ
も
屈
原
（
霊
均
）
を
詠
む
詩
に
登
場
し
て
い
る
。

唐
詩
に
初
め
て
「
端
午
」
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
は
玄
宗
皇
帝
で
あ
る
。
開
元
十
五
年
（
西
暦
七
一
七
年
）
玄
宗
皇
帝
が
武
成
殿
に
群
臣

を
招
き
、
端
午
の
宴
を
聞
い
た
。
そ
の
宴
会
に
お
い
て
、
明
皇
帝
自
ら
詠
ん
だ
「
端
午
三
殿
宴
群
臣
探
得
神
字
」
と
い
う
詩
が
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
の
序
文
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
上
略
）
庖
揖
悪
鳥
、
組
献
肥
亀
、
新
筒
褒
練
、
香
蓋
角
黍
。
恭
倹
之
儀
有
序
、
慈
恵
之
意
淳
沿
。
（
中
略
）
験
方
術
於
経
記
、
総
花
命

棲
、
観
問
遺
於
風
俗
、
感
婆
裟
於
孝
女
、
情
枯
楕
之
忠
臣
而
己
哉
。
歎
節
気
之
循
環
、
美
君
臣
之
相
集
。
（
下
略
）
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傍
点
の
箇
所
は
い
ず
れ
も
諸
書
に
書
か
れ
て
い
る
端
午
に
因
む
言
い
伝
え
で
あ
る
。
「
庖
掲
悪
鳥
」
は
漢
書
巻
二
十
五
郊
杷
志
に
「
古
、

天
子
は
常
春
に
解
綱
す
る
。
黄
帝
が
洞
す
る
に
、
桑
と
破
鏡
を
用
る
」

の
記
載
に
顔
師
古
ら
が

「
解
洞
と
は
桐
祭
を
以
て
罪
を
解
き
福

を
求
め
る
こ
と
」
、
「
桑
は
悪
逆
の
鳥
な
り
」
、
「
漢
（
帝
）
は
東
郡
に
棄
を
送
ら
せ
、
五
月
五
日
に
泉
美
を
作
り
、
以
て
百
官
に
賜
る
。
悪
鳥

で
あ
る
故
こ
れ
を
食
す
」
と
注
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
何
れ
も
『
風
土
記
』
や
『
績
斉
諸
記
』
、
『
荊
楚
歳
時
記
」
、
『
玉
燭
賓
典
」
な
ど

に
典
故
を
求
め
ら
れ
る
。
孝
女
は
曹
蛾
の
こ
と
で
、
後
漢
書
巻
八
十
四
の
列
女
俸
に
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
忠
臣
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

屈
原
の
こ
と
で
あ
る
。

『
荊
楚
歳
時
記
』
の
成
立
（
五
四
六
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
約
百
七
十
年
、
欧
陽
詞
の
『
義
文
類
緊
』
や
徐
堅
の
「
初
学
記
』
な(322) 

ど
の
成
立
も
歳
時
記
の
記
載
を
広
め
る
役
に
立
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
代
で
は
、
端
午
に
ま
つ
わ
る
物
語
、
言
い
伝
え
は
文
人
の
中
で



は
共
通
の
常
識
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
宴
会
で
詠
ま
れ
た
端
午
詩
に
は
「
長
命
棲
」
ば
か
り
が
多
用
さ
れ

(321) 

る
。
宮
廷
の
宴
会
に
お
い
て
詠
む
詩
は
や
は
り
天
子
の
賢
徳
を
領
え
、
天
子
の
恩
を
崇
め
る
も
の
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
る
。
張
説
が
こ
の

宴
会
で
「
端
午
三
殿
侍
宴
鷹
制
探
得
魚
字
」
と
い
う
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
中
に
「
願
驚
長
命
綾
、
来
績
大
因
心
絵
。
」
と
言
い
、
ま
さ
に
天
子

の
思
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
張
説
は
審
宗
景
雲
二
年
（
七
一
一
年
）
に
宰
相
に
な
る
が
、
玄
宗
即
位
翌
年
の
七
二
二
年
に
相
州
刺
史
に
左
遷

さ
れ
る
。
そ
の
後
岳
州
刺
史
を
経
て
、
朝
廷
に
戻
さ
れ
、
七
一
四
年
に
再
び
右
丞
相
と
な
っ
た
が
、
七
一
七
年
に
は
中
書
令
を
罷
免
さ
れ
る
。

し
か
し
、
七
一
七
年
の
こ
の
宴
会
に
は
参
加
出
来
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
、
天
子
の
思
を
と
り
わ
け
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
。

賓
叔
向
の
「
端
午
日
思
賜
百
索
」
も
ま
た
心
か
ら
天
子
の
恩
に
感
謝
し
て
い
る
。

仙
宮
長
命
綾
、
端
午
降
殊
私
。
事
盛
蚊
龍
見
、
恩
深
犬
馬
知
。
飴
生
僕
可
績
、
終
巽
答
明
時
。
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（
仙
宮
の
長
命
棲
を
端
午
の
日
に
（
天
子
が
）
特
別
に
自
分
に
賜
っ
た
の
だ
。
事
を
盛
大
に
や
れ
ば
、
蚊
龍
に
も
伝
わ
る
が
、
こ
の
恩

の
深
さ
は
犬
馬
に
さ
え
分
か
る
。
余
生
を
長
ら
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、

一
生
を
か
け
て
こ
の
思
に
報
い
よ
う
。
）

こ
の
長
命
綾
は
天
子
か
ら
の
賜
り
物
で
あ
る
。
宴
会
の
席
で
は
度
々
天
子
の
恩
賜
が
行
わ
れ
る
が
、
年
節
ご
と
に
天
子
か
ら
臣
下
に
官
位
の

等
級
に
あ
わ
せ
て
、
衣
類
や
装
飾
品
な
ど
品
物
を
賜
る
習
慣
は
古
く
漢
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
こ
の
「
端
午
賜
衣
」
は
、
漢
章
帝
が
最
初
に

行
っ
た
と
い
う
。
唐
代
に
こ
の
五
月
五
日
も
節
句
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
、
端
午
の
日
に
も
天
子
か
ら
服
な
ど
を
賜
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
乾
元
元
年
（
七
五
八
年
）
五
月
杜
甫
が
左
拾
遺
の
地
位
（
と
い
っ
て
も
高
い
も
の
で
は
な
い
が
）
に
あ
っ
た
時
、
衣
を
天
子
よ
り
賜
り
、



社
甫
は
こ
と
の
ほ
か
感
激
し
て
、
「
端
午
日
賜
衣
」
と
い
う
詩
を
成
し
て
い
る
。

宮
衣
亦
有
名
、
端
午
被
思
築
。
細
葛
含
風
軟
、
香
羅
晶
宜
雪
軽
。

自
天
題
慮
淫
、
首
暑
著
来
清
。
意
内
稿
長
短
、
終
身
荷
聖
情
。

（
（
天
子
よ
り
賜
る
）
宮
衣
の
名
簿
に
自
分
の
名
が
有
っ
た
の
だ
。
端
午
に
（
特
別
な
）
思
栄
を
授
か
っ
た
。
細
葛
は
風
を
含
ん
で
い
る

こ
う
ら
う
る
お

か
の
よ
う
に
軟
ら
か
い
、
香
羅
は
雪
を
畳
み
重
ね
た
よ
う
に
軽
い
。
天
子
よ
り
賜
る
と
記
さ
れ
た
墨
跡
は
ま
だ
淫
っ
て
い
る
。
暑
い
と

き
着
て
も
清
々
し
い
。
長
短
も
ま
た
称
っ
た
か
の
よ
う
に
ち
ょ
う
ど
い
い
。
こ
の
聖
情
を
終
身
荷
な
お
う
。
）

※
細
葛
、
香
羅
は
い
ず
れ
も
絹
の
類
で
あ
る
。
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『
文
苑
英
華
』
巻
五
九
こ
か
ら
、
五
巻
に
渉
っ
て
、
天
子
か
ら
「
賜
物
」
の
栄
を
受
け
た
人
々
の
「
謝
書
」
が
彩
し
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
端
午
の
賜
に
感
謝
す
る
書
状
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
厳
密
に
言
、
っ
と
、
上
記
の
杜
甫
の
詩
を
含
め
て
、
こ

れ
ら
の
詩
は
端
午
日
に
行
わ
れ
る
宮
廷
行
事
を
詠
ん
で
い
る
だ
け
で
、
端
午
風
物
詩
に
数
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
や
は
り
、
よ

り
多
く
の
風
物
が
詠
み
込
ま
れ
る
の
は
庶
民
行
事
と
し
て
の
端
午
詩
で
あ
り
、
そ
し
て
、
往
々
に
し
て
詩
人
の
人
生
観
、
感
慨
、
或
い
は
悟

り
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
下
記
の
よ
う
な
詩
が
代
表
と
な
ろ
う
。

端
午
日

殿
嘉
藩

(320) 

少
年
佳
節
倍
多
情
、
老
去
誰
知
感
慨
生
。
不
数
支
符
趨
習
俗
、
但
祈
蒲
酒
話
昇
平
。



費
総
日
日
添
頭
白
、
棺
錦
年
年
照
限
明
。
千
載
賢
愚
問
瞬
息
、
幾
人
浬
浸
幾
垂
名
。

（
若
い
時
、
端
午
は
佳
節
に
思
い
、
心
は
浮
き
浮
き
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
老
い
て
心
に
生
じ
た
こ
の
深
い
感
慨
を
誰
が
知
っ
て
く
れ

(319) 

る
だ
ろ
う
か
。
支
符
な
ど
習
俗
に
趨
る
こ
と
は
し
な
い
、
願
わ
く
ば
、
蒲
酒
を
手
に
し
な
が
ら
、
太
平
の
世
を
語
る
。
日
に
日
に
白
髪

は
目
立
つ
が
、
節
物
は
年
々
同
じ
よ
う
に
鮮
や
か
な
色
を
見
せ
る
。
長
い
歳
月
の
な
か
、
賢
も
愚
も
瞬
く
聞
に
故
人
と
な
り
、
後
の
世

ま
で
名
を
残
す
人
、
隠
没
す
る
人
は
幾
ば
く
だ
ろ
う
か
。
）

徐
鉱
の
「
和
李
秀
才
端
午
見
寄
」
も
同
種
の
感
情
を
見
せ
て
い
る
。

（
角
黍
と
菖
蒲
酒
、
年
々
旧
俗
を
詰
ん
じ
る
。
彩
っ
た
服
を
着
て
、
君
は
自
ら
節
句
を
楽
し
む
が
、
私
と
き
た
ら
、
目
立
っ
て
く
る
白
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角
黍
菖
蒲
酒
、
年
年
奮
俗
語
。
釆
衣
君
自
築
、
白
髪
我
何
堪
。
（
下
略
）

髪
に
は
何
を
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
が
j
i

－
－
－
。
）

日
常
生
活
が
詩
に
反
映
さ
れ
、
節
句
の
行
事
、
習
わ
し
を
詩
人
自
ら
行
っ
て
詠
ん
だ
も
の
が
真
実
味
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
節

句
に
因
む
古
人
の
境
遇
と
自
分
の
そ
れ
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
詠
ん
だ
も
の
が
ま
た
深
い
境
地
に
我
々
を
誘
う
。

我
々
は
詩
を
読
む
時
、
詩
語
の
典
故
の
み
な
ら
ず
、
詩
語
に
内
含
さ
れ
る
詩
人
達
の
感
情
を
も
学
習
す
る
の
で
あ
る
。



で
は
、
競
渡
を
歌
う
詩
を
見
ょ
う
。
前
述
し
た
が
、
全
唐
詩
に
題
ま
た
は
詩
文
中
に
「
競
渡
（
舟
）
」
と
い
う
語
を
含
む
詩
は
二
十
一
首

ほ
ど
あ
る
。
中
に
は
、
屈
原
に
言
及
し
た
も
の
が
五
首
あ
り
、
ま
た
、
端
午
の
日
に
行
わ
れ
た
競
渡
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
五
首

含
ま
れ
て
い
る
。
唐
代
の
競
渡
詩
は
す
べ
て
端
午
日
に
行
わ
れ
た
競
渡
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
南
方
に
お
い
て
、
毎
年
端

午
日
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
競
渡
と
天
子
を
楽
し
ま
せ
る
（
又
は
見
せ
る
）
た
め
都
城
長
安
あ
た
り
の
池
で
行
わ
れ
る
競
渡
と
が
あ
る
。

詩
人
の
手
に
よ
る
風
物
と
し
て
の
競
渡
詩
に
は
張
説
の
「
岳
州
観
競
渡
」
が
あ
る
。
競
渡
が
詩
に
登
場
す
る
最
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

書
一
作
飛
亮
艇
、
雄
又
雄
又
競
梯
流
。
俄
装
山
色
愛
、
急
梓
水
華
浮
。

土
尚
三
間
俗
、
江
惇
二
女
遊
。
斉
歌
迎
孟
姥
、
濁
舞
送
陽
侯
。

（
土
地
の
人
た
ち
は
屈
原
の
物
語
を
尚
ぶ
、
江
に
は

ふ
た
り
む
す
め

（
天
帝
の
）
二
の
女
が
川
遊
び
の
故
事
を
伝
え
て
い
る
。
船
神
を
迎
え
る
に
み
な
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鼓
護
南
湖
決
、
標
争
西
騨
棲
。
並
駆
常
詫
速
、
非
畏
日
光
造
。

歌
お
う
、
舞
を
し
て
、
波
神
の
陽
侯
を
送
ろ
う
。
（
川
辺
の
祭
杷
も
す
み
、
競
渡
の
用
意
は
も
う
整
っ
た
の
だ
。
い
ざ
始
め
よ
う
。
）
龍

げ
き

や
備
な
ど
の
絵
を
あ
し
ら
っ
た
軽
快
な
舟
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
っ
て
、
江
水
の
流
れ
を
振
り
払
っ
て
速
さ
を
競
う
。
山
の
色
が
俄
に
変

え
だ
が
わ

わ
っ
た
か
の
よ
う
で
、
速
く
、
勢
い
よ
く
漕
い
だ
栂
の
あ
た
り
の
水
泡
は
華
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
る
。
太
鼓
の
合
図
で
南
湖
の
汲
よ

り
発
ち
、
目
指
す
旗
は
西
の
騨
楼
に
あ
る
。
並
ん
で
駆
け
る
そ
の
速
さ
に
驚
か
せ
ら
れ
、
日
の
光
り
（
光
陰
）
が
速
く
逝
っ
て
し
ま
う

の
を
畏
れ
て
一
所
懸
命
に
揖
を
振
っ
た
の
で
は
な
い
よ
。
）

張
説
は
七
一
五
年
に
相
州
か
ら
岳
州
に
移
さ
れ
た
。
岳
州
刺
史
在
任
中
の
作
で
あ
ろ
う
。
既
に
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
端
午
の
言
い
伝
え
は
(318) 



さ
れ
る
。
天
子
御
覧
の
た
め
の
競
渡
を
観
賞
す
る
で
は
な
く
、
舟
子
達
が
物
語
の
代
言
者
と
し
て
、
我
こ
そ
は
と
競
う
こ
の
伝
統
行
事
を
目
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熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
張
説
は
元
々
洛
陽
の
人
な
の
で
、
岳
州
で
観
た
競
渡
は
か
な
り
新
鮮
な
体
験
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

の
当
た
り
に
し
て
こ
そ
、
臨
場
感
溢
れ
る
詩
が
詠
め
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

競
渡
詩
で
最
も
有
名
な
の
は
劉
再
錫
の
「
競
渡
曲
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
歳
時
記
を
紹
介
す
る
書
物
が
競
渡
に
言
及
し
た
場
合
、
よ

く
引
か
れ
る
。
か
な
り
の
長
文
な
の
で
、
こ
こ
で
は
引
用
を
省
き
、
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
曲
は
、
競
渡
の
由
来
か
ら
は
じ
ま
り
、
舟

比
べ
の
準
備
、
見
学
客
の
興
奮
、
舟
子
達
の
勢
い
、
そ
し
て
勝
負
に
か
か
り
、
や
が
て
曲
終
人
散
。
日
が
暮
れ
、
人
々
が
消
え
、
静
ま
り
か

え
っ
た
中
、
先
ほ
ど
龍
舟
を
浮
か
べ
た
川
は
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
悠
久
に
東
に
流
れ
て
い
く
、
と
歌
っ
て
い
る
。

一
連
の
動
き
は

ま
る
で
実
況
中
継
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
勇
壮
な
競
渡
絵
巻
が
躍
然
と
読
者
の
目
の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
読
者
ま
で
血
が
騒
い
で
く
る
。

競
渡
詩
（
一
作
及
第
後
江
寧
観
競
渡
寄
衰
州
刺
史
成
麿
元
）

慮
肇

ハ
U

戸
、J

（
上
略
）
衝
波
突
出
人
斉
噸
、
躍
浪
争
先
烏
退
飛
。
向
道
是
龍
剛
不
信
、
果
然
奪
得
錦
標
蹄
。

（
波
を
衝
い
て
飛
び
出
る
や
否
や
人
々
は
一
斉
に
賊
声
を
出
し
、
波
に
躍
り
出
で
先
を
争
え
ば
、
鳥
も
吃
驚
し
て
飛
び
退
い
て
い
く
。

（
そ
の
舟
が
）
龍
だ
と
言
っ
て
も
全
く
信
じ
て
く
れ
な
か
っ
た
が
、
果
た
し
て
（
自
分
が
言
っ
た
）
そ
の
舟
は
錦
の
標
を
奪
っ
て
帰
つ

て
き
た
の
だ
。
）

競
渡
時
在
湖
外
偶
為
成
章

李
群
玉

雷
奔
電
逝
三
千
児
、
彩
舟
書
一
揖
射
初
陣
。
喧
江
雷
鼓
鱗
甲
動
、
三
十
六
龍
街
浪
飛
。
（
下
略
）



（
雷
や
稲
妻
が
瞬
時
に
消
え
去
る
よ
う
な
速
さ
で
体
を
動
か
す
大
勢
の
舟
子
達
は
、
水
鳥
（
鋳
）
な
ど
美
し
く
彩
っ
た
舟
に
乗
り
、
締

麗
な
絵
で
描
か
れ
た
揖
を
持
っ
て
朝
陽
を
浴
び
な
が
ら
猛
然
と
動
き
出
し
た
。
太
鼓
な
ど
の
音
は
雷
の
よ
う
に
轟
き
、
蚊
龍
を
も
動
か

く
わ

す
か
の
よ
う
に
、
川
い
っ
ぱ
い
喧
し
い
声
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
（
そ
の
中
）
三
十
六
般
の
龍
舟
は
波
を
街
え
る
か
の
よ
う
に
水
し
ぶ

き
の
中
を
飛
ん
で
い
る
。
）

競
渡

徐
凝

乍
疑
鯨
噴
浪
、
忽
似
鋳
凌
風
。
野
岬
汀
洲
動
、
喧
関
里
巷
空
。

（
（
舟
子
達
が
水
を
漕
ぎ
、
押
し
出
し
た
水
は
ま
る
で
）
鯨
が
飲
み
込
ん
だ
波
を
噴
き
出
す
か
の
よ
う
だ
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
忽
ち
舟

は
舗
が
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
浅
洲
は
大
勢
の
見
物
人
が
押
し
合
い
圧
し
合
い
し
て
い
る
た
め
、
動
い
て
い
る
よ
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う
に
見
え
る
。
普
段
賑
や
か
な
町
が
ま
る
で
無
人
の
里
の
よ
う
だ
。
）

表
現
の
巧
妙
は
当
然
詩
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
唐
代
の
五
日
競
渡
詩
は
大
方
こ
の
よ
う
に
躍
動
感
溢
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

競
渡
は
端
午
日
に
限
っ
て
行
わ
れ
る
行
事
で
は
な
い
。
正
史
に
は
記
録
は
少
な
い
が
、
幾
つ
か
端
午
日
の
そ
れ
と
は
異
な
る
競
渡
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
、
「
元
和
十
五
年
九
月
穆
宗
が
魚
藻
宮
に
お
い
て
競
渡
を
観
る
」
（
旧
唐
書
巻
十
六
、
新
唐
書
巻
八
）
。
同
じ
場
所

の
三
月
と
五
月
そ
れ
ぞ
れ
競
渡
を
観
、
同
年
八
月
、
新
池
で
も
繰
り
返
し
て
い
る
。
同
じ
く

旧
唐
書
巻
二
十
本
紀
に
に
「
昭
宗
乾
寧
四
年
三
月
庚
午
車
駕
幸
韓
建
南
荘
六
月
己
亥
帝
幸
西
渓
観
競
渡
」
（
巻
二
十
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、
呉
融
が
「
和
集
賢
相
公
西
渓
侍
宴
観
競
渡
」
と
い
う
詩
を
成
し
て
い
る
。
端
午
日
の
行
事
と
違
っ
て
、
人
々
の
興
奮
、
舟
子
達
の
威

に
お
い
て
、
敬
宗
が
賓
暦
二
年
（
八
二
六
年
）

(316) 



勢
な
り
、
心
臓
の
鼓
動
は
伝
わ
っ
て
は
来
ず
、
美
辞
麗
句
を
並
べ
立
て
て
成
し
た
詩
で
、
如
何
に
も
御
用
の
詩
作
で
あ
る
。
李
適
の
「
帝
幸

興
慶
池
戯
競
渡
麿
制
」
も
ま
さ
に
「
堆
御
詞
藻
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

(315) 

梯
露
金
輿
丹
蹄
韓
、
凌
回
辰
櫛
帳
碧
池
開
。
南
山
倒
影
従
雲
落
、
北
澗
揺
光
｛
烏
溜
週
。

急
築
争
標
排
存
度
、
軽
帆
裁
浦
鰯
荷
来
。
横
扮
宴
鏑
歓
無
極
、
歌
舞
年
年
聖
書
杯
。

こ
の
他
に
も
凝
碧
池
で
行
っ
た
競
渡
を
詠
む
詩
を
鷹
制
の
部
に
見
る
こ
と
が
出
来
心
的
。
こ
の
よ
う
な
行
事
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
行
わ
れ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
旧
唐
室
田
（
新
唐
書
も
）
に
よ
る
と
、
穆
宗
、
敬
宗
、
昭
宗
の
代
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
李
紳
の
「
新
棲
詩

二
十
首
」
の
中
、
東
武
亭
を
詠
ん
だ
詩
の
序
言
に
「
亭
在
鏡
湖
上
、
即
元
相
所
建
。
亭
歪
宏
倣
、
春
秋
為
競
渡
大
設
曾
之
所
。
云
々
」
と
あ

る
。
東
武
亭
が
位
置
す
る
鏡
湖
で
は
、
春
秋
共
に
競
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
端
午
で
な
い
町
に
競
渡
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
龍
舟
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競
渡
は
「
掻
屈
」
に
由
来
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
既
に
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
記
す
競
渡
の
起
源
に
つ
い
て
杜
公
臨
時
が

幾
つ
か
の
伝
説
を
引
い
て
、
「
不
関
屈
平
也
」
と
言
っ
て
い
る
。
屈
原
を
救
う
た
め
の
競
渡
は
後
人
附
会
の
説
で
あ
る
こ
と
は
通
説
に
な
っ

て
い
る
。
競
渡
の
起
源
は
や
は
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
の
被
膜
（
水
辺
の
棟
、
ぎ
）
や
竜
神
信
仰
に
基
づ
く
雨
乞
い
、
癌
神
（
疫
病
神
）
送
り

の
行
事
な
ど
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
呉
越
地
方
の
水
軍
の
操
練
な
ど
も
競
渡
の
成
立
に
一
役
を
買
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

文
人
達
も
、
屈
原
は
競
渡
な
ど
と
関
係
な
い
こ
と
を
承
知
の
上
で
屈
原
を
詠
む
こ
と
が
多
い
。

一
方
、
民
間
で
は
、
こ
の
行
事
は
段
々
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
色
々
と
弊
害
が
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。
競
渡
の
季
節
は
ま
さ
に
農
事
の
最

も
忙
し
い
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
舟
比
べ
は
、
ど
れ
く
ら
い
害
を
も
た
ら
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
元
積
が
「
競
舟
」
と
題
す



る
詩
を
詠
み
、
そ
の
弊
害
を
具
に
描
い
て
い
る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

楚
の
俗
は
力
を
惜
し
ま
ず
、
競
舟
の
た
め
多
大
な
力
を
費
や
す
。
毎
年
の
四
、
五
月
、
農
事
の
忙
し
い
時
期
な
の
に
、
若
者
は
集
ま
っ

て
舟
比
べ
の
練
習
を
し
、
技
を
磨
く
。
そ
の
勢
い
は
ま
る
で
敵
と
戦
う
様
子
。
舟
を
買
う
の
に
、
貧
乏
な
人
か
ら
も
金
を
集
め
る
。
そ

の
舟
を
杷
る
様
子
は
ま
る
で
祖
先
を
杷
る
か
の
如
し
。
（
練
習
の
た
め
）
水
を
貯
め
、
そ
の
た
め
に
堰
堤
は
し
ば
し
ば
壊
さ
れ
て
、
田

ん
ぼ
も
す
っ
か
り
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
ん
な
こ
と
を
何
十
日
も
繰
り
返
す
の
で
、
農
事
を
全
く
ほ
っ
た
ら
か
さ
れ
て
し
ま
う
。

五
々
。

こ
の
批
判
に
続
け
て
、
岳
陽
の
刺
史
が
こ
の
行
事
を
廃
止
し
た
こ
と
を
ま
さ
に
良
政
で
あ
る
と
讃
え
て
い
る
。
全
唐
詩
に
、
粛
結
の
「
秩
開

五
葉
、
議
長
三
眠
。
人
皆
忙
迫
、
刻
甚
問
船
。
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
こ
れ
も
同
じ
く
、
農
事
の
忙
し
い
時
期
に
お
い
て
、
競
渡
な
ど
や
る-53-

余
裕
が
有
ろ
う
か
と
批
判
し
て
い
る
。
少
々
時
代
が
飛
躍
す
る
が
、
清
の
『
欽
定
授
時
通
考
』
巻
五
一
に
乾
隆
帝
の
詩
「
五
日
で
種
」
で
も

こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
。

「
（
上
略
）
五
日
天
中
節
物
佳
、
却
逢
で
種
農
功
促
。
（
略
）
老
農
炎
背
渓
田
裏
、
那
得
開
従
競
渡
船
。
（
下
略
）
」

（
五
月
五
日
は
天
中
節
と
言
っ
て
、
い
い
節
句
だ
が
、
稲
麦
の
種
を
播
く
忙
し
い
農
時
期
と
重
な
る
。
（
略
）
農
夫
は
背
を
太
陽
に
向
け
、

日
に
灼
か
れ
な
が
ら
、
水
田
の
中
で
（
種
蒔
き
の
た
め
）
勤
し
ん
で
い
る
、
競
渡
の
舟
を
追
い
か
け
る
暇
な
ん
ぞ
あ
る
わ
け
が
な
い
。
）

(314) 



農
事
に
影
響
す
る
ば
か
り
か
、
競
渡
の
勝
敗
を
賭
け
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
し
ば
し
ば
生
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
競
渡
は
と
か
く

(313) 

血
が
騒
、
ぎ
や
す
く
、
勝
負
事
に
か
か
る
と
、
人
々
も
気
が
立
っ
て
、
陪
一
嘩
沙
汰
に
な
り
や
す
い
。
宋
以
降
は
、
競
渡
は
唐
代
よ
り
益
々
盛
大

に
行
う
傾
向
に
あ
り
、
幾
た
び
か
の
禁
止
、
復
活
の
繰
り
返
し
を
経
て
、
現
代
で
は
こ
の
競
渡
が
端
午
節
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
さ
て
、
「
屈
原
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
唐
代
で
は
、
屈
原
は
五
月
五
日
と
関
係
な
く
、
季
節
間
わ
ず
に
詩
に
登
場
す
る
。
屈
原
は
お

よ
そ
、
中
国
の
歴
史
上
、
も
っ
と
も
知
識
人
に
尊
敬
さ
れ
、
最
も
愛
請
さ
れ
た
詩
人
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
「
士
生
一
代
問
、
誰
不
有
浮
沈
」
、

文
人
の
浮
沈
は
中
国
の
歴
史
そ
の
も
の
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
浮
は
と
か
く
懐
く
、
沈
は
し
ば
し
ば
一
生
涯
で
あ
る
。

屈
原
の
境
遇
、
彼
の
高
貴
な
節
操
が
神
化
さ
れ
る
ほ
ど
人
々
に
愛
さ
れ
た
こ
と
は
、
詩
作
に
お
い
て
は
格
好
の
素
材
だ
っ
た
。
「
屈
原
」
と
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言
う
固
有
名
調
は
、
あ
る
時
は
文
人
達
が
方
々
に
流
さ
れ
る
不
遇
な
自
分
の
代
名
詞
と
な
っ
た
り
、
懐
古
の
詩
に
お
い
て
は
光
陰
無
情
に
触

発
さ
れ
る
常
套
表
現
と
な
っ
た
り
し
た
。
文
人
達
は
屈
原
を
通
し
て
、
己
の
心
を
投
影
し
た
の
で
あ
る
。
屈
原
は
端
午
の
日
だ
か
ら
詩
に
登

場
す
る
の
で
は
な
い
。和

高
州
楊
使
君
四
絶
句

競
渡

白
居
易

競
渡
相
惇
為
泊
羅
、
不
能
止
遁
意
無
他
。
自
経
放
逐
来
樵
伴
、
能
校
霊
均
死
幾
多
。

（
競
渡
は
古
く
か
ら
泊
羅
に
投
じ
て
死
ん
だ
屈
原
の
魂
を
招
く
た
め
だ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
や
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
は

意
味
が
あ
る
の
だ
。
反
論
に
あ
っ
て
か
ら
は
ま
す
ま
す
慌
惇
し
て
し
ま
い
、
こ
の
ま
ま
だ
と
屈
原
と
同
じ
よ
う
な
最
後
に
な
る
の
も
そ

う
遠
く
は
な
い
の
だ
。
）



こ
の
詩
か
ら
は
競
渡
の
喧
審
た
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

表
夏
十
首

元
横

霊
均
死
波
後
、
是
節
常
浴
蘭
。
彩
縫
碧
箔
綜
、
香
杭
白
玉
園
。

逝
者
良
自
昔
、
今
人
反
為
歓
。
哀
哉
絢
名
士
、
波
命
求
所
難
。

（
霊
均
（
屈
原
の
号
）
が
泊
羅
に
身
を
投
げ
た
後
、
そ
の
日
は
よ
く
蘭
を
集
め
、
泳
浴
す
る
節
句
と
な
る
。
色
と
り
ど
り
の
総
棲
を
巻

み
ど
り

い
た
り
、
碧
の
葉
っ
ぱ
で
包
ん
だ
綜
、
い
い
香
り
を
す
る
梗
に
白
玉
の
団
子
（
実
に
た
く
さ
ん
の
節
句
も
の
を
用
意
さ
れ
、
楽
し
く
過

戸
、J

戸
、J

ご
す
も
の
だ
）
。
亡
く
な
っ
た
人
は
相
当
に
苦
し
ん
で
逝
っ
た
の
だ
が
、
今
の
人
は
却
っ
て
賑
や
か
に
祝
っ
て
い
る
。
悲
し
い
よ
、
孤

高
な
節
操
を
保
つ
た
め
殉
死
し
た
名
士
な
の
に
、
亡
く
な
っ
て
も
居
場
所
を
求
め
る
の
が
む
ず
か
し
い
。
（
そ
っ
と
し
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
が
。
）
）

競
渡
の
弊
害
を
歌
っ
た
元
穏
は
、
こ
こ
で
も
端
午
節
の
行
事
に
対
し
て
、
や
や
批
判
的
な
見
方
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

唐
代
に
は
少
な
か
っ
た
が
、
宋
代
に
入
る
と
、
端
午
の
風
物
詩
は
結
構
な
数
に
な
る
。
屈
原
も
し
ば
し
ば
端
午
詩
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

る
。
宋
李
綱
の
「
重
午
」
で
は
こ
う
詠
ん
で
い
る
。

誰
将
佳
節
競
天
中
、
陽
極
陰
生
五
自
重
。
角
黍
但
能
娯
幼
稚
、
総
統
那
得
制
蚊
龍
。

(312) 



千
年
抗
泊
英
霊
在
、
寓
里
浮
菖
習
俗
向
。
逐
客
有
家
蹄
未
得
、
漏
懐
離
恨
寄
南
風
。

（
誰
が
こ
の
佳
節
を
天
中
節
と
名
付
け
た
の
か
。
陽
極
ま
れ
ば
陰
は
生
ま
れ
、
五
の
日
は
自
ず
と
重
な
る
も
の
だ
。
角
黍
な
ど
は
た
だ

(311) 

未
熟
な
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
総
統
は
蚊
龍
を
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
は
な
い
。
千
年
以
上
も
前
に
泊
羅
に

沈
ん
だ
屈
原
の
英
魂
は
ず
っ
と
人
々
の
心
に
留
め
て
お
り
、
万
里
（
園
の
隅
々
）
同
じ
よ
う
に
菖
蒲
酒
を
飲
む
習
慣
を
し
て
い
る
。

（
自
分
も
こ
の
よ
う
に
平
凡
か
つ
不
変
の
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
）
庇
請
の
身
で
あ
る
自
分
は
故
郷
の
家
に
は
帰
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
胸
一
杯
の
別
れ
の
辛
さ
を
南
風
に
託
す
よ
り
ほ
か
な
い
。
）

が
、
屈
原
を
傷
む
ば
か
り
で
な
く
、
屈
原
に
逐
客
で
あ
る
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
も
、
屈
原
を
見
つ
め
る
目
線
は
少
し
ず
つ
焦
点
を
変
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え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ど
こ
か
、
冷
や
や
か
な
目
で
見
て
い
る
よ
う
な
詩
も
出
て
く
る
。
張
無
蓋
が
「
端
午
偶
題
」
に
こ
の
よ

う
に
一
部
ん
で
い
る
。

孤
忠
不
屈
赴
湘
流
、
甘
輿
龍
逢
地
下
遊
。
若
共
鮫
龍
争
口
食
、
何
如
附
曾
楚
王
休
。

（
孤
高
の
忠
臣
は
時
勢
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
湘
江
の
流
れ
に
赴
き
、
地
下
で
龍
に
逢
う
こ
と
に
甘
ん
じ
た
。
も
し
、
蚊
龍
と
食

べ
物
を
争
う
結
果
に
な
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
楚
王
に
出
さ
れ
た
ひ
ま
に
附
会
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
）

曇
殊
の
「
端
午
作
」



泊
渚
況
祝
不
可
追
、
楚
人
猶
自
弔
湘
暴
。
霊
均
未
免
争
現
精
、
街
道
蚊
龍
畏
色
村
称
。

（
泊
羅
の
深
い
と
こ
ろ
ま
で
沈
ん
で
し
ま
い
、
追
う
（
助
け
る
）
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
楚
人
は
年
々
湘
の
ほ
と
り
で

（
屈
原
を
）
弔
っ
て
い
る
。
結
局
、
霊
均
は
（
蚊
龍
と
）
現
精
を
争
う
こ
と

（
運
命
）
か
ら
逃
れ
ず
に
、
却
っ
て
蚊
龍
は
色
紙
を
畏
れ

て
い
る
の
だ
と
訴
え
に
出
た
の
だ
。
）

的
一
一
か
文
人
の
屈
折
し
た
心
情
が
覗
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

菖
蒲
の
詩
を
見
ょ
う
。
五
月
五
日
の
記
述
に
菖
蒲
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
で
あ
る
。
「
悪
月
」
で
あ
る
た
め
、
諸
々
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の
僻
邪
の
手
段
が
記
さ
れ
て
い
る
中
、
吉
田
蒲
を
細
か
く
切
っ
て
、
酒
に
浮
か
べ
て
飲
む
と
い
う
の
が
あ
る
。
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
端

午
詩
、
競
渡
詩
の
い
ず
れ
も
菖
蒲
は
余
り
登
場
し
な
い
。
す
で
に
第
二
節
に
出
て
い
る
殿
嘉
藩
の
「
端
午
日
」
が
全
唐
詩
唯
一
の
例
で
あ
る
。

で
は
、
菖
蒲
は
全
く
詩
に
詠
ま
れ
な
い
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
全
唐
詩
に
は
「
菖
蒲
」
を
詠
ん
だ
も
の
は
、
お
よ
そ
四
十
五
の

詩
例
を
数
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
菖
蒲
は
端
午
節
の
風
物
と
し
て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
詩
に
詠
ま
れ
る
菖
蒲
は
幾
つ
か
異
な
る
イ

メ
l

ジ
を
湧
か
せ
て
く
れ
る
。
ま
ず
、
初
夏
の
景
色
と
し
て
よ
く
詠
ま
れ
る
。
李
賀
の
「
新
夏
歌
」
に
「
刺
香
満
地
菖
蒲
草
」
と
あ
り
、
慮

給
が
「
曲
江
春
望
」
に
「
吉
田
蒲
翻
葉
柳
交
枝
」
と
詠
ん
で
お
り
、い
ず
れ
も
孟
春
か
ら
季
夏
に
見
る
風
景
で
あ
る
。
明
李
時
珍
が
『
本
草
綱

目
』
に
日
、

(310) 



菖
蒲
乃
蒲
類
之
昌
盛
者
、
故
日
吉
田
蒲
。
又
呂
氏
春
秋
云
、
冬
至
後
五
十
七
日
菖
始
生
。
菖
者
百
草
之
先
生
者
。
於
是
始
耕
。

(309) 

ー
レ
ヲQ
tレ

菖
蒲
は
耕
作
開
始
の
大
事
な
徴
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
冬
至
後
五
十
七
日
は
孟
春
か
ら
初
夏
に
変
る
季
節
で
あ
る
。
詩
人
達
が
菖
蒲
を
詩

に
取
り
入
れ
る
時
は
、
偶
然
に
目
に
入
っ
た
、
単
な
る
草
花
の
一
つ
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

菖
蒲
は
ま
た
花
が
珍
し
い
。
『
玉
蓋
新
詠
』
に
「
近
代
七
曲
歌
」
に
「
菖
蒲
花
可
憐
、
聞
名
不
曾
識
」
と
あ
る
。
唐
の
施
肩
吾
の
「
古
相

思
」
に
こ
の
よ
、
つ
に
言
っ
て
い
る
。

十
訪
九
不
見
、
甚
於
菖
蒲
花
。
可
憐
雲
中
月
、
今
夜
堕
我
家
。

（
十
回
訪
ね
て
も
九
回
は
会
え
な
い
、
菖
蒲
花
を
見
る
よ
り
難
し
い
。
（
そ
の
恋
い
こ
が
れ
る
お
方
は
ま
る
で
）
可
憐
な
る
雲
中
の
月
が
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我
が
家
に
堕
ち
る
か
の
よ
う
に
訪
れ
て
く
る
の
だ
。
）

他
に
も
「
菖
蒲
花
可
音
九
、
只
為
人
難
見
」
（
劉
駕
「
隣
女
」
）
「
解
吟
憐
均
薬
、
難
見
恨
菖
蒲
」
（
羅
隠
「
倣
玉
蓋
龍
」
）
な
ど
、
滅
多
に
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
も
の
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
蘇
轍
が
盆
に
植
え
た
菖
蒲
が
突
然
八
、
九
輪
花
を
咲
か
せ
た
の
に
驚
き
喜
ん
で
詩
を
詠
ん
だ
。

そ
の
詩
に
、
蘇
載
は
「
和
子
白
石
菖
蒲
忽
生
九
花
」
と
い
う
詩
を
唱
和
し
て
い
る
。
明
の
人
周
祈
の
撰
で
あ
る
『
名
義
考
』
に
「
古
詩
云
、

菖
蒲
開
花
馬
生
角
、
甚
言
菖
蒲
無
花
也
」
と
あ
る
。
詩
人
達
は
菖
蒲
の
花
の
珍
し
さ
を
し
っ
か
り
と
詩
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
。

ま
た
、
唐
詩
に
登
場
す
る
菖
蒲
は
仙
人
（
道
士
）
・
長
命
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
李
白
に
は
「
嵩
山
釆
菖
蒲
者
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。



神
仙
多
古
貌
、
隻
耳
下
垂
肩
。
嵩
山
獄
逢
漢
武
、
疑
是
九
疑
仙
。
我
来
採
菖
蒲
、
服
食
可
延
年
。
言
終
忽
不
見
、
滅
影
入
雲
煙
。
険
帝
寛

莫
悟
、
終
蹄
茂
陵
田
。

（
神
仙
に
は
古
め
か
し
い
風
貌
を
持
つ
人
が
多
く
、
嵩
獄
で
漢
の
武
帝
が
逢
っ
た
こ
の
お
方
も
同
じ
よ
う
で
、
長
い
耳
が
肩
ま
で
垂
れ

て
い
る
。
九
疑
仙
人
か
と
思
わ
れ
た
。
漢
武
に
、
菖
蒲
を
採
り
に
来
た
の
だ
、
こ
れ
を
服
食
す
れ
ば
、
年
を
長
ら
え
る
の
だ
と
言
い
、

言
葉
が
終
わ
る
と
忽
ち
ど
こ
か
へ
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
雲
畑
に
消
え
た
か
の
よ
う
に
影
も
な
い
。
帝
に
諭
す
た
め
に
現
れ
た
の

か
と
思
っ
た
が
、
（
武
帝
は
）つ
い
に
悟
る
こ
と
も
な
く
、
結
局
は
茂
陵
の
田
に
永
遠
に
眠
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
）

詠
み
人
知
ら
ず
の
唐
詩
に
「
石
上
生
菖
蒲
、

上
菖
蒲
節
節
霊
、
先
生
服
食
得
長
生
。
」
と
あ
る
。
何
れ
も
同
じ
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
他
に
も
類
似
の
表
現
が
た
く
さ
ん
見
受
け
ら
れ
、

一
寸
八
九
節
。
仙
人
勧
我
餐
、
令
人
好
顔
色
」
と
言
い
、
王
貞
白
の
「
送
丙
尊
師
」
に
「
石

Q
ノ

戸
、J

こ
れ
ら
の
多
く
は
類
書
で
は
「
道
門
」
ま
た
は
「
隠
逸
」
の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
本
草
網
目
』
に
李
時
珍
は
ま
た
、
「
抱
朴
子
に
云
う
、
服
食
は
一
す
九
節
紫
花
の
も
の
が
善
と
す
る
」
と
言
い
、
さ
ら
に
、
「
鷹
勧
風
俗

通
に
云
う
、
菖
蒲
の
放
つ
花
を
得
て
食
す
れ
ば
、
長
年
是
な
り
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
唐
代
の
菖
蒲
詩
は
ま
さ
に
『
抱
朴
子
」
や
、
「
風
俗
通
』

の
記
述
を
忠
実
に
詩
に
詠
み
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
「
九
節
菖
蒲
石
上
死
」
（
李
賀
「
帝
子
歌
」
）
然
り
、
「
菖
蒲
花
紫
茸
」
（
李
白
「
送
楊

山
人
蹄
嵩
山
」
）
も
然
り
。
端
午
詩
に
菖
蒲
が
歌
わ
れ
な
い
の
は
、
唐
代
で
は
、
菖
蒲
は
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
詩
語
で
あ
り
、
僻
邪

と
し
て
の
菖
蒲
は
簡
単
に
端
午
詩
の
詩
語
に
な
り
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
殿
嘉
藩
が
菖
蒲
を
端
午
詩
に
詠
み
込
ん

だ
の
は
一
種
の
創
挙
と
言
え
る
。

詩
で
は
な
い
が
、
菖
蒲
の
花
が
咲
く
と
こ
ろ
を
見
る
の
は
ま
た
吉
祥
の
兆
し
で
あ
る
。
梁
書
巻
七
、
張
皇
后
列
伝
に
、
「
高
祖
を
生
む
前
(308) 



に
、
庭
に
あ
る
菖
蒲
が
花
を
咲
き
、
あ
た
り
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
え
な
い
光
り
が
輝
く
の
に
、
周
り
の
人
た
ち
は
誰
も
見
え
て
い
な
い
。

(307) 

皇
后
が
菖
蒲
の
花
が
咲
く
の
を
見
た
人
は
富
貴
に
な
る
と
い
い
、
そ
の
花
を
摘
ん
で
、
飲
み
込
ん
だ
。
そ
の
月
、
高
祖
を
出
産
し
た
」
と
い

、
つ
ノO宋

代
に
な
る
と
、
吉
田
蒲
は
端
午
詩
に
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
端
午
の
日
に
菖
蒲
が
な
い
こ
と
を
嘆
く
詩
も
出
て
く
る

く
ら
い
大
事
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
宋
の
梅
尭
臣
は
、

有
酒
不
病
飲
、
況
無
菖
蒲
根
。
空
懐
楚
風
俗
、
角
黍
弔
祝
魂
。

（
酒
が
あ
っ
て
も
む
や
み
に
は
飲
ま
な
い
、
ま
し
て
は
菖
蒲
根
が
な
い
。
む
な
し
く
楚
の
風
俗
を
懐
か
し
み
、
綜
で
屈
原
の
魂
を
弔
お
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、
っ
。
）

と
嘆
き
、
そ
し
て
、
夕
方
漸
く
菖
蒲
が
手
に
入
り
、
喜
ん
で
杯
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

端
午
晩
得
菖
蒲

薄
暮
得
菖
蒲
、
猶
勝
覚
日
無
。
我
駕
能
免
俗
、
三
揖
向
尊
査
。

（
夕
方
に
や
っ
と
菖
蒲
を
得
た
。
一
日
中
得
ら
れ
な
い
よ
り
は
ま
し
だ
。
俗
の
風
習
を
省
く
こ
と
が
出
来
よ
う
か
、
い
や
、
出
来
る
は

ず
が
な
い
。
三
拝
し
て
、
酒
壷
に
向
お
う
。
）



同
じ
宋
の
余
安
行
も
「
端
午
日
無
菖
蒲
」
と
題
し
て
、
端
午
の
日
は
も
う
過
、
ぎ
た
の
に
、
更
に
端
午
の
詩
を
詠
も
う
と
。
詩
は
さ
さ
や
か
な

時
節
物
へ
の
拘
り
か
ら
人
生
無
常
と
展
開
す
る
が
、
端
午
日
に
菖
蒲
が
な
か
っ
た
こ
と
が
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
。
端
午
日
の
菖
蒲
は
か

な
り
大
事
な
役
割
を
占
め
て
い
る
の
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
詠
ま
れ
た
菖
蒲
は
、
昨
邪
の
た
め
な
の
か
、
長
命
を
願
う
た
め
な
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
梅
嘉
臣
は
ま
た
こ
の
よ
う
な
詩
も
詠
ん
で
い
る
。

佳
人
五
色
綾
、
道
士
粋
嚢
符
。
痩
骨
不
中
繋
、
百
邪
何
用
駆
。

長
命
棲
を
結
ぼ
う
と
し
て
も
ず
り
落
ち
る
ほ
ど
、
陣
円
が
痩
せ
細
く
な
っ
た
自
分
に
は
、
百
邪
を
放
っ
て
も
意
味
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
。
百
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邪
を
駆
除
す
る
の
は
、
や
は
り
、
五
色
緩
、
赤
符
な
ど
で
あ
る
。
上
記
梅
嘉
臣
、
余
安
行
の
菖
蒲
か
ら
は
何
れ
も
砕
邪
の
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ

取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
端
午
の
風
物
と
し
て
登
場
す
る
菖
蒲
は
唐
詩
に
歌
わ
れ
た
長
命
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

謝
逸
の
端
午
絶
句
二
首
も
然
り
。

白
髪
無
端
種
種
生
、
毎
逢
佳
節
只
心
驚
。
老
妻
稚
子
知
人
意
、
但
把
菖
蒲
酒
細
傾
。

病
管
傾
纏
長
命
綾
、
破
衣
差
帯
赤
霊
符
。
樽
中
有
酒
不
得
酔
、
憶
著
三
間
屈
大
夫
。

（
理
由
も
な
く
短
い
白
髪
は
た
く
さ
ん
増
え
て
き
た
こ
の
頃
で
あ
る
が
、
節
句
に
逢
う
た
び
に
心
を
驚
か
す
も
の
だ
。
老
い
た
妻
と
ま

だ
幼
い
我
が
子
は
自
分
の
気
持
ち
を
よ
く
知
り
、
菖
蒲
酒
を
注
い
で
く
れ
る
。
病
ん
で
い
る
自
分
の
腕
に
、
長
命
棲
を
巻
く
の
も
面
倒

に
思
い
、
身
に
ま
と
っ
て
い
る
こ
の
み
ず
ぼ
ら
し
い
服
に
霊
符
を
付
け
る
の
も
恥
ず
か
し
い
。
盃
の
な
か
に
酒
は
入
っ
て
い
る
の
に
、
(306) 



酔
う
こ
と
も
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
屈
原
の
こ
と
を
追
憶
す
る
ば
か
り
だ
。
）

(305) 

時
邪
の
究
極
の
目
的
は
長
命
に
繋
が
る
と
言
え
ば
、
こ
の
辺
り
は
そ
れ
ほ
ど
拘
る
必
要
も
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

結

三五
口口

以
上
、
唐
五
代
ま
で
の
、
端
午
節
の
風
物
に
ま
つ
わ
る
詩
作
を
通
し
て
見
て
き
た
。
少
な
い
詩
作
の
ほ
と
ん
ど
が
中
唐
以
降
の
作
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
く
。
貌
収
の
「
五
日
詩
」
か
ら
玄
宗
皇
帝
の
端
午
詩
ま
で
、
実
に
百
五
十
年
も
の
歳
月
が
流
れ
去
っ
た
の
で
あ
る
。
詠
み
人
も

荊
楚
地
方
に
於
い
て
を
実
際
生
活
し
た
経
験
の
あ
る
人
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
詩
作
に
屈
原
や
菖
蒲
な
ど
は
あ
ま
り
登
場
し
な
い
が
、

る
の
か
。
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詩
を
通
し
て
、
当
時
（
中
唐
以
降
）
競
渡
が
す
で
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
数
の
少
な
さ
は
何
を
音
山
味
し
て
い

中
国
の
文
人
は
作
詩
の
際
に
、
と
か
く
典
故
を
求
め
る
。
中
唐
ま
で
、
端
午
風
物
詩
の
典
故
に
な
る
依
窓
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
賜

衣
や
長
命
纏
な
ど
、
こ
の
時
代
の
詩
作
に
よ
く
使
わ
れ
る
素
材
の
依
り
所
は
南
北
朝
以
前
の
書
物
が
多
い
。
都
の
長
安
に
い
れ
ば
、
『
荊
楚

歳
時
記
』
の
記
載
を
実
体
験
す
る
機
会
も
乏
し
く
、
端
午
日
の
風
物
と
行
事
は
単
な
る
書
物
の
上
の
知
識
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
、
詩
に

な
り
に
く
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
李
白
を
含
め
、
盛
唐
の
詩
人
た
ち
に
、
端
午
節
に
因
む
詩
は
一
首
も
な
い
。
社
甫
は
も
っ
ぱ
ら
「
賜
衣
」
を

詠
む
。
宋
代
に
入
る
と
、
政
治
文
化
の
中
心
が
南
に
遷
移
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
端
午
風
物
詩
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
宋
代
以
降
は
、

風
物
詩
の
ほ
か
に
、
朝
廷
に
お
け
る
年
節
の
宴
会
で
、
盛
ん
に
翰
林
学
士
達
に
作
ら
せ
て
宮
中
に
献
上
さ
せ
「
帖
（
貼
）
子
詩
（
調
）
」
の

中
の
端
午
貼
子
詞
も
ま
た
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
長
命
棲
、
角
黍
、
菖
蒲
な
ど
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、



こ
れ
ら
の
「
端
午
帖
子
詩
」
は
本
稿
で
言
う
端
午
風
物
詩
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
に
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

詩
の
考
察
は
ま
た
別
の
機
会
に
譲
ろ
う
。
本
稿
で
例
と
し
て
あ
げ
た
宋
代
の
詩
作
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
宋
代
で
は
、
『
荊
楚
歳
時
記
」

に
記
さ
れ
た
五
月
五
日
の
習
わ
し
、
伝
説
な
ど
は
す
っ
か
り
詩
の
素
材
に
定
着
し
て
い
る
。
民
間
の
伝
説
、
風
俗
を
縫
り
集
め
て
書
物
を
成

す
。
そ
の
書
物
が
文
人
達
の
目
に
触
れ
、
知
識
と
な
る
。
そ
の
知
識
は
ま
た
詩
人
の
生
活
経
験
を
通
し
て
詩
作
の
素
材
に
な
る
。
歳
月
の
流

れ
と
共
に
、
詩
に
繰
り
返
し
詠
ま
れ
る
う
ち
に
定
着
す
る
に
至
る
。
印
刷
術
を
持
た
な
い
時
代
で
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
長
い
年
月
を
要
す

る
。
端
午
風
物
詩
の
場
合
は
お
よ
そ
唐
一
代
の
歳
月
を
費
や
し
た
で
あ
ろ
う
。

端
午
の
風
物
詩
が
少
な
い
も
う
一
つ
大
き
な
要
因
は
、
や
は
り
「
女
傷
春
、
士
悲
秋
」
を
底
流
と
す
る
中
国
文
学
の
特
質
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
詩
に
於
い
て
、
春
、
秋
の
詩
作
の
数
は
、
夏
、
冬
の
そ
れ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
量
が
多
い
。
同
じ
一
年
の
中
に
あ
る
一
日
、
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端
午
と
中
秋
と
を
較
べ
て
み
て
も
分
か
る
と
思
う
。
五
月
五
日
に
つ
い
て
は
、
早
く
も
『
風
土
記
」
に
記
述
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
に

対
し
て
、
八
月
十
五
日
は
宋
の
時
代
に
出
来
た
類
書
「
太
平
御
覧
」
、
『
文
苑
英
華
』
に
初
め
て
現
れ
る
の
で
あ
る
。
『
歳
華
記
麗
』
に
も
八

月
十
五
日
の
項
目
は
な
い
。
八
月
十
五
日
の
月
を
最
初
に
詠
ん
だ
の
は
杜
甫
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
社
甫
以
降
の
唐
詩
に
中

秋
に
ま
つ
わ
る
詩
作
は
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
月
は
、
お
よ
そ
文
人
達
が
普
段
着
と
し
て
の
詩
を
詠
む
際
、
最
も
己
の
心

情
を
託
す
に
相
応
し
い
風
物
で
あ
ろ
う
。
八
月
十
五
日
の
月
を
詠
ん
だ
の
は
杜
甫
以
降
と
は
一
吉
え
、
月
自
体
は
詩
経
か
ら
ず
っ
と
詠
ま
れ
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。
対
し
て
、
端
午
日
の
諸
々
の
行
事
は
詩
人
達
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
よ
う
な
も
の
は
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
。
競
渡

の
狂
宴
に
興
奮
し
、
警
一
え
血
の
騒
ぐ
思
い
を
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
過
性
の
庶
民
百
姓
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
興

奮
は
や
が
て
冷
め
て
し
ま
い
、
蒲
酒
も
赤
符
も
長
命
綾
も
生
活
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
端
午
節
の
風
物
は
、
詩
作
に
多
く
の
素
材
を
提
供

し
て
い
る
も
の
の
、
端
午
そ
の
日
に
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
端
午
日
を
過
ぎ
れ
ば
、
詩
に
す
る
必
然
性
も
な
く
な
る
。
文
人
達
が
作
品
の
数
を
(304) 



意
識
的
に
操
作
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
端
午
の
風
物
は
、
月
の
よ
う
に
時
・
空
に
関
わ
り
な
く
、
常
に
仰
ぎ
見
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
、
詩
作
が
少
な
い
の
は
極
自
然
な
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
詩
作
が
少
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
端
午
節
が
持
つ
伝
統
の
意

(303) 

味
は
、
他
の
節
句
と
較
べ
て
、
何
ら
遜
色
は
な
い
。
詩
作
の
多
い
少
な
い
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
節
目
の
度
に
我
々
は
語
り
継
が
れ
て

き
た
言
い
伝
え
、
物
語
、
行
事
を
同
じ
よ
う
に
繰
り
返
し
、
個
人
差
は
あ
っ
て
も
、
古
人
の
心
境
に
思
い
を
馳
せ
、
歴
史
の
悠
久
さ
を
体
感

し
て
、
そ
し
て
、
確
実
に
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

、
王（l

）
『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
五
月
俗
栴
悪
月
、
多
禁
思
曝
林
薦
席
、
及
忌
蓋
屋
口
五
月
五
日
謂
之
浴
蘭
節
、
四
民
並
閥
百
草
之
戯
、
採
支
以
為
人
、

懸
門
戸
上
以
穣
毒
気
、
以
菖
蒲
或
鍍
或
屑
以
泥
酒
。
日
疋
日
競
渡
、
採
雑
薬
。
以
五
総
統
繋
皆
、
名
目
畔
兵
、
令
人
不
病
癌
又
有
候
達
等
織
組

雑
物
、
以
相
贈
遣
、
取
鵠
鵠
教
之
語
。
夏
至
節
目
食
稜
。
」
と
あ
る
。
『
玉
燭
賓
典
』
は
、
「
競
渡
」
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
『
風
土
記
』
『
荊

楚
歳
時
記
』
『
績
斉
唱
拍
記
』
の
記
述
を
す
べ
て
網
羅
し
、
角
黍
、
姐
亀
な
ど
の
食
べ
物
の
作
り
方
を
も
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。

（2
）
『
歳
華
記
麗
』
の
成
立
年
は
争
議
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
本
稿
は
守
屋
美
都
雄
『
中
国
古
歳
時
記
の
研
究
』
宅
－

z
h
H
1
3

ム
の
唐
末
五
代
の

説
に
従
う
。

（3
）
王
掲
（
四
八
一
i

五
四
九
）
梁
書
列
伝
巻
三
十
三
列
伝
第
二
十
七
日
、
「
王
箔
字
元
躍
、
一
字
徳
柔
、
現
邪
臨
折
人
。
祖
僧
度
、
斉
司
空
簡
穆

公
。
父
構
、
太
中
大
夫
。
」

（4
）
現
存
の
大
戴
櫨
・
夏
小
正
に
は
こ
の
一
文
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（5
）
『
西
京
雑
記
』
の
作
者
、
成
立
時
代
に
つ
い
て
、
議
論
が
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
程
章
燦
氏
が
中
園
古
籍
大
観
「
西
京
雑
記
』
（
成
林
、
程

章
燦
訳
注
、
一
九
九
七
年
台
湾
古
籍
出
版
）
前
言
に
、
諸
説
を
分
析
検
討
し
、
葛
洪
の
著
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
本
論
は
こ
れ
に
準
じ
る
。

（6
）
陪
書
巻
三
十
一
「
大
抵
荊
州
率
敬
鬼
、
尤
重
綱
相
之
事
、
昔
屈
原
為
制
九
歌
、
蓋
由
此
也
。
屈
原
以
五
月
望
日
赴
氾
羅
、
土
人
追
至
洞
庭
不
見
、
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湖
大
船
小
、
莫
得
済
者
、
乃
歌
目
、
「
何
由
得
渡
湖
！
」
因
爾
鼓
権
争
蹄
、
競
曾
亭
上
、
習
以
相
惇
、
為
競
渡
之
戯
。
其
迅
揖
斉
馳
、
擢
歌
乱

響
、
喧
振
水
陸
、
観
者
知
雲
、
諸
郡
率
然
、
而
南
郡
、
裏
陽
尤
甚
。
（
下
略
）
」

（7
）
注
（
1

）
を
参
照
。

（8
）
貌
牧
（
五
O
六
l

五
七
二
）
北
貌
書
の
編
者
。
北
斉
書
、
北
史
に
出
る
。
北
膏
書
日
「
貌
牧
、
字
伯
起
、
小
字
悌
助
、
鎧
鹿
下
曲
陽
人
也
。
」

（9
）
『
積
斉
諾
記
』
に
「
屈
原
五
月
五
日
投
泊
羅
水
、
楚
人
哀
之
。
至
此
目
、
以
竹
筒
子
貯
米
投
水
以
祭
之
。
漢
建
武
中
、
長
沙
直
曲
、
忽
見
一
士

人
、
自
云
三
間
大
夫
。
謂
曲
目
、
聞
君
首
見
祭
甚
善
、
常
年
為
蚊
龍
所
縞
。
今
若
有
恵
首
以
棟
葉
塞
其
上
以
彩
総
纏
之
、
此
二
物
蚊
龍
所
憧
。

曲
依
其
言
、
今
五
月
五
日
作
綜
井
帯
棟
葉
五
花
紙
、
遺
風
也
。
」
と
あ
る
。

（
叩
）
全
唐
詩
の
検
索
は
台
湾
故
宮
古
典
文
献
全
文
検
索
資
料
庫
「
寒
泉2
号
」
陳
郁
夫
編
を
利
用
。
以
下
、
全
唐
詩
の
場
合
は
向
。

（
日
）
揚
州
で
は
五
月
五
日
に
江
の
真
中
ま
で
舟
を
出
し
、
そ
の
舟
の
上
で
鋳
た
鏡
が
最
も
優
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
百
錬
鏡
又
は
水
心
鏡
、
天
子
鏡

な
ど
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
鏡
の
背
に
は
龍
な
ど
が
彫
ら
れ
、
こ
れ
を
祈
雨
に
使
っ
た
伝
説
も
あ
る
。
奮
唐
書
巻
十
二
徳
宗
（
建
中
以
前
）

「
揚
州
毎
年
貢
端
午
日
江
心
所
鋳
鏡
」
と
あ
る
。
以
下
、
白
居
易
の
詩
を
参
考
に
挙
げ
て
お
く
。
本
稿
は
こ
の
鋳
鏡
を
取
り
上
げ
な
い
。

「
百
錬
鏡
、
銘
範
非
常
規
。
日
辰
慮
所
霊
且
祇
、
江
心
波
上
舟
中
鋳
。
五
月
五
日
日
午
時
、
瑳
粉
金
膏
磨
筆
己
、
化
為
一
片
秋
樟
水
。
鏡
成
将

献
蓬
莱
宮
、
揚
州
長
吏
手
自
封
。
人
間
臣
妾
不
合
照
。
背
有
九
五
飛
天
龍
。
人
人
呼
為
天
子
鏡
。
我
有
一
言
聞
太
宗
。
太
宗
常
以
人
為
鏡
、

翠
古
堅
今
不
襲
容
。
四
海
安
危
居
掌
、
百
王
治
乱
懸
心
中
。
乃
知
天
子
別
有
鏡
、
不
是
揚
州
百
錬
銅
。
」

（
ロ
）
『
冊
府
元
亀
』
巻
四
O
、
帝
王
部
文
学
の
欄
に
「
（
開
元
）
十
五
年
五
月
端
午
、
宴
輩
臣
子
武
成
殿
、
各
賜
衣
一
副
、
自
賦
詩
」
と
あ
る
。

（
日
）
注
（1
）
（9
）
を
参
照
。

（M
）
五
代
馬
縞
『
中
華
古
今
注
』
袴
の
項
に
「
蓋
古
之
裳
也
。
（
中
略
）
至
漢
章
帝
以
綾
為
之
、
加
下
縁
、
名
目
口
常
。
以
端
午
日
賜
百
官
水
紋
綾

袴
、
蓋
取
清
慢
而
理
人
。
」

（
日
）
賂
賓
王
に
は
「
揚
州
観
競
渡
序
」
と
い
う
も
が
あ
る
。
作
年
は
不
明
で
あ
る
。
張
説
よ
り
先
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
凶
）
況
江
五
月
平
堤
流
、
邑
人
相
将
浮
綜
舟
。
霊
均
何
年
歌
己
実
、
哀
謡
振
揖
従
此
起
。
楊
梓
撃
節
雷
問
問
、
乱
流
斉
進
撃
轟
然
。

蚊
龍
得
雨
署
震
動
、
蛸
蝶
飲
河
形
影
聯
。
刺
史
臨
流
寒
翠
韓
、
掲
竿
命
爵
分
雄
雌
。
先
鳴
鈴
勇
争
鼓
舞
、
未
至
街
枚
顔
色
温
。

百
勝
本
自
有
前
期
、
一
飛
由
来
無
定
所
。
風
俗
如
狂
重
此
時
、
縦
観
雲
委
江
之
調
。
線
放
爽
岸
照
蚊
室
、
羅
模
凌
波
呈
水
嬉
。

曲
終
人
散
空
愁
暮
、
招
屈
亭
前
水
東
注
。
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（
打
）
呉
融
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
昭
宗
龍
紀
元
年
（
八
八
九
年
）
進
士
に
及
第
し
て
い
る
。

（
日
）
李
懐
遠
「
凝
碧
池
侍
宴
看
競
渡
麿
制
」
、
徐
彦
伯
「
奉
和
興
慶
池
戯
競
渡
麿
制
」

（
印
）
「
三
月
三
日
天
晴
明
」
か
ら
始
ま
る
醇
逢
の
「
観
競
渡
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
張
建
封
の
「
競
渡
歌
」
と
は
初
句
（
「
五
月
五
日
天
晴
明
」
）

が
異
な
る
だ
け
で
、
二
句
目
以
下
は
全
く
同
文
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
何
れ
も
全
唐
詩
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
首
に
つ
い
て
詳
し
い

考
察
を
行
っ
て
い
な
い
故
、
本
稿
は
、
醇
逢
の
「
観
競
渡
」
を
端
午
日
で
な
い
日
に
よ
る
競
渡
の
詩
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
。

（
加
）
櫨
神
（
疫
病
神
）
送
り
の
行
事
、
す
な
わ
ち
「
送
癌
船
」
で
あ
る
。
「
送
塩
船
」
に
関
し
て
、
黄
強
著
『
中
国
の
祭
紀
儀
礼
と
信
仰
』
下
巻
第

九
章

S
H
o
o
l－u
E
h
F
）
に
詳
し
い
。
第
一
書
房
、
一
九
九
八
年
。

（
幻
）
楚
俗
不
愛
力
、
費
力
為
競
舟
。
買
舟
侠
一
競
、
競
紋
貧
者
妹
。
年
年
四
五
月
、
繭
賓
妻
小
秋
。
積
水
堰
堤
壊
、
抜
秩
蒲
稗
調
。

此
時
集
丁
壮
、
習
競
南
畝
頭
。
朝
飲
村
社
酒
、
暮
椎
郷
舎
牛
。
祭
船
如
祭
祖
、
習
競
知
習
雄
。
連
延
数
十
日
、
作
業
不
復
憂
。

君
侯
僕
良
吉
、
曾
客
陳
膳
差
。
書
一
鶴
四
来
合
、
大
競
長
江
流
。
建
標
明
取
舎
、
勝
負
死
生
求
。
一
時
僅
呼
罷
、
三
月
農
事
休
。
（
下
略
）

（
辺
）
粛
結
「
批
州
符
」
、
そ
の
序
に
「
結
、
麗
陵
人
、
五
代
時
為
祁
陽
牒
令
、
性
不
畏
強
禦
。
方
暮
春
時
、
有
州
符
下
取
競
渡
船
、
刺
史
将
臨
観
。

結
怒
、
批
其
符
云
云
。
守
為
止
。
」
と
あ
る
。

（
お
）
例
え
ば
、
『
文
苑
英
華
』
巻
五
O
四
判
の
歳
時
門
に
、
「
競
渡
賭
銭
判
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
「
揚
州
深
江
都
牒
人
、
以
五
月
五
日
於
江
津
競
渡

井
設
管
絃
、
時
有
牒
人
王
文
身
居
父
服
、
来
預
管
絃
、
井
持
銭
物
賭
競
渡
、
因
争
先
後
遂
折
舟
人
骨
。
」

（
担
）
白
居
易
「
讃
史
五
首
」
之
一
「
楚
懐
放
霊
均
、
園
政
亦
荒
淫
。
訪
復
未
忍
決
、
繰
淳
行
悲
吟
。
漢
文
疑
買
生
、
調
置
湘
之
陰
。

是
時
刑
方
措
、
此
去
難
為
心
。
士
生
一
代
問
、
誰
不
有
浮
沈
。
良
時
真
可
惜
、
乱
世
何
足
欽
。
乃
知
泊
羅
恨
、
未
抵
長
沙
深
。
」

（
お
）
『
玉
蓋
新
詠
』
『
文
選
』
共
に
菖
蒲
の
例
が
少
な
い
。
何
れ
も
長
命
な
ど
の
意
味
を
持
た
な
い
。

（
お
）
抱
朴
子
内
篇
巻
二

（
幻
）
現
存
の
『
風
俗
通
』
に
は
こ
の
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
お
）
「
后
嘗
於
室
内
、
忽
見
庭
前
昌
蒲
生
花
、
光
彩
照
灼
非
世
中
所
有
。
后
驚
視
、
謂
侍
者
日
、
汝
見
不
、
封
目
、
不
見
。
后
日
、
普
聞
見
者
嘗
富

貴
。
因
遠
取
呑
之
。
是
月
産
高
祖
。
」

（
汐
）
「
端
午
日
巳
過
、
更
吟
端
午
詩
。
人
間
好
時
節
、
寂
実
強
追
惟
。
有
酒
無
菖
蒲
、
青
綜
護
国
黒
田
累
。
昔
人
固
所
晴
、
我
今
莫
薦
之
。

薄
物
尚
如
此
、
翻
思
涙
交
垂
。
」
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（
却
）
杜
甫
に
は
端
午
に
因
む
詩
が
三
首
あ
る
。
第
二
節
に
引
用
し
た
「
端
午
日
賜
衣
」
の
他
、
「
惜
別
行
送
向
卿
進
奉
端
午
御
衣
之
上
都
」
と
「
長

吟
」
が
あ
る
。
「
長
吟
」
を
下
に
記
す
。
「
「
江
渚
翻
鴎
戯
、
官
橋
帯
柳
陰
。
江
飛
競
渡
日
、
草
見
腸
春
、
心
。
己
援
形
骸
累
、
真
為
嫡
漫
深
、
賦

詩
歌
句
穏
、
不
免
自
長
吟
。
」

（
引
）
全
唐
詩
に
は
李
隔
（
色
合1

三
凶
）
の
中
秋
月
二
首
を
収
録
し
て
い
る
。
杜
甫
よ
り
先
の
作
で
あ
る
。
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